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日 1 笙絢多様に'務 局から生軸多頼性

の日に発行された広報南のま紙

現在 世 昇 190カ 国にのぼる生物多様性案

約 ( CBD  Convent oぃ  on Biologioal

D versけ)締 約国はこの条約の 3つ の三目的

{生物多様性の保全 そ の時統可能な利用 遺

伝資源から得られる利益の公正かつ衡平な配

分)に合意した。その手段として、痩業の生胸

多様性等のテーマ別作業プログラムと分野横

断的なエコシステムアプローチ等が提案され

た (醇境省 2008)。本報では 作 駒保様に

おける生物多様性の機能の保全と馬観的活用

「

カ

作物保護における生物多様性機能の持続的活用

平井 ―男

(社 )嬢 林水 産技術情 報協会  東 京限業 大学母員 教授

1 毎 年 5月 22日 は国臨生的多様性の日

国達は生勧多様性の重要性を薔発する一螺

として毎年 5月 22日 を 「国際生物多様性の

日Jに 定めている。2008年 のテーマは 「生

効多様性と震業Jで  府 続可能な患業の大切

さに痛点を当て 生物多様性保全のみならす

食州を確保 し待続可能な産業にかかわる暮ら

しを維持 し人間の福祉を増進することを目指

している (図 1)

こついて述べる。

2 -鹸 の生和多様性と震禁の生駒多様性

生物多様性は「生き胸にきついの国づくり」

のようなコワツ トリや 卜千 六 型動制 希 少

生物のような一般の生物多様性と、農作物

家畜 そ してる猷言や天敵生物等の農業生産

に直接係わる慶業の生胸多様性に区倉すると

理解 しやすい (平井、2008)。

慶業の生効多様性 3慶 業の至盛であり そ

の経埼 は農対等慶産物の生産 に不司欠であ

る。痛雷虫に関係する夫融生初やおれ生物害

は生物多様性の生懸系サービスの一傾域とし

て癌言虫の隠整 制御携能を案た している(国

2)。

□ 2 天 敵をいしとした指燎生4D瞑橋
や天忠宮輛をit 布 定的に■リネーターや′ヽ■リ
バチなどを題定する

3 作 鏑保きに見られる生勅多様性

現在、世界中で数多くの IPMプ ログラム

が実践されて いる。その中で古 くは van

Emden(1989jに 報告されている「天憩の温

存と活用Jが 置業生胸多様性の活用例として

生特多観性と農業
彗… Ⅲ確 と ,"6H車

m に l F H I , 加 H l ■ ヤi 本
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考えられる

登書は第 10回 農作物病雷虫フォーラム

(2004)に おしヽて、OECOこ FAClが 1998

年にスィスで開催した 「農業のリスク軽減と

IPMの ワークショップ」(OECD 199勧 で

30年 前に提0目された PMが なぜ曽及しない

のか、曽及促達には何が財要なのか等を講譲

したことを報告した (平井 2004)。

アメリカの参」0者は PM普 及見直しのため

に バ レイショ、野菜等の PM曽 及度測定法

の実施例を示し 曽 及度をLR」定すること ま景

成度の低い技術や欠落技術を調査し必要な研

究』0連を提案するのに必要であると述べた

アメリカてはその後も折に触れ PMの 現状

や曽及度測定を見直し、2003年 には 栽 嬉

面積の 50%以 上に環境保全型農業を普及す

ることを目線に据え そ の達成に よ生効多様

性 の 保全 と活 用 が 勝 要 と握 言 して ぃ る

(CAST 2003)

4 口 台生産 (lP i,ntogroted Produollon)

における生輌多構性の保全と活用

同じワークショップでスィスや ドイツの多

加舌から 生 産琶は 1970年 代後半から国や

州で定められた 「補含生産 (lP:int∝ratod

Produojon)の 指針J(災 書や病書虫の少

ない慶地の選定 I「良品種の選定 農 地内外

の植生管理、環境保全型の8B培管理や病雷

虫 rt草 管理 天 叡やフェロモンを活用した

空胸多様性の保全と利用 話 習会への参加等

を要件とする栽塔方法 (平井 2004〕 )を

参者に 腐 雷虫 雑 草を多発させない予崎的

管理を行い 関 係機関から脇狂を受けたのう

国と州政府から直接支払いを受けているとの

報告があつた (Boに r etal 1998) ま た

IPの 指針には醒地の 5～ 10%に 景観lte物

やカバー作物を植識したり生け垣を設け、お

類やJ 動ヽ物 天 顧生物を集める生簿綺偵地域

「工13ね整地」を設置し生物多様性を高める

これにより病皆虫の発生予防も随伴されてい

る 現在この Pの 導入はスイスやイタリア等

で は 90%に 登 って いる (Waiter et al

20061湿 林水産政策研究所伊藤正人氏私

侶)

具体例 をみると ス イスのフ トワ国では

1960年 頃までは活耕栽皓 (垣根仕立Sど う

園のフ トウ列間に雑車を生やさない我塔法)

が三流にった そ の後 フ トウ列間をイネ科

植物で霞う草生載培への転換が進められた。

当初 よ急傾斜フ トウ国の上壊侵食のR5止を目

的としたhr 1980年 代の中頃以降 草 生剰

埼のフ トワロで ま言虫は増」oせす天叡生物や

中立生物が増加する害 車 生栽皓のプラス面

が認知され フ トウ国の一麟83な P技 術とし

て受け入れられるようになつた す なわう草

生栽店によってハダエ類、ミにリヒメヨコパ

イ ア ザミウマ フ トウホツハマキ害の六尭

生は起こらす低SIレベルに密度抑制できるこ

とが理解されてきたのである。1993年 の頂

査ではスイス北部の 90%の フ トウ園で車生

裁館が行われている(Wa to「et a 2006)

最近、ララシスのフ トワ国でも清耕栽るよ

り景観管理 (車生税嬉と周辺の垣根 二 次林

やま観植初の保全)に よる天観生物の保全を

目指し フ トウ識培地域の香虫 天 融の空間

分布と土地利用との関係が漉至され生物多様

性保全のために広域レベルの取組みが行われ

てしヽるlvan Helden。 1引  2008)

アメリカても 10数 年勧からリンゴやベカ

ン等の果樹園の車生隷店では言虫数が減少す

ることが報告され曽及 して いる (A neⅢ

1994)。 国内のフ トウ田や梨園、リツゴ国

lu隅国の一部でも草生載賠が行われていると

陶く

5 E地 の景観管理による生価多様性の保全

と活用

農地の景観管理や農法が地lqゃほ場の生勧

多様性を高める ●Jを見てみよう ス イスの牧

草地で ま毎年バキュームカーでスラリー (着

尿)を 多日に施用し牧車を率磯させて刈り取

り回敷 (収積■)を ふやし多収する集約栽ら

を行つてきた そ のため余剰窒系は牧車地か

ら流失し 河 川を汚染したり 牧 車地の生物

多様r4を減少させている等のF●9題が郭告され

ている そ こで粗放83な車地管理に転換した
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り、牧車地面積の 510%に 生態綺偵地 (ス

イス自然保護庁は 2005年 にエコ補償地を

15タ イプに分類 し質83評価を行い支払い基

準を定めている)の 設ぼを艦薦 している そ

盛地の生物多様性は有強物の組成 権食者

捕食き、援粉者等の生態機能サースに影智す

る。このことに注目した欧米の研究者は近年

生物多様性に及ぼす盛業管理の影摩評価に闘

心を払 うようになった (Aljon 1 994)。 ス

イ ス の 例 を 見 る と 園 立 ア グ ロ ス コ ー プ

(Agrosoooo)研 究所では 寝 地の生物多様

性指標を種群月Jにスコアーfしし生物多榛性係

数 を第出 し、ライフサ イクルアセスメン ト

(LCA)の 「インパク トカテゴリーJと して

導入 し 生 産書 盛 地 寝 法、管曜技術ごと

に生物多様tt係数を表示 して比較する方法を

報告 した (」oanerret et創→2006)

この方法は 忠 法 (策約的産業から粗肢働

醸業)や 管理技術 (値生管理や痛雷虫防除

耕連等)が 生物多様性に皮ほす影四を比較

推定することを目的に している。つまり農地

の生勧多様性全体は鴨査できない し ま た管

理技術全体の インパク トも推定できないの

で、生物群の中から数種を指標生物として選

定 し推定する

指標生胸候補は 農 業活動との関わりや、

締地内 生 息地 震 物連鎖における位□等、

そ して生物間相互作用の関連を夕告に 地 域

の生駒群 (顕花植物 鳥 類 」 型ヽほ母[動舶、

間生類 腹 足類 (カタツムリ等巻員の伸間)、

クモ頬 コ ウチュウ類 チ ョウ類 野 生ハチ

類 バ ッタ類等)の 中tjら約 20種  さ らに

対象ほ揚に特徴的に現れる僧棟生胸敷種を生

憲43定機として遭定 した

具体的には 調 査ほ場 ごとに生物群を調査

して指標生物の候補と調査区に特有な生想特

定綬を選定 し 凛 法や管理技術毎に生物多様

性層数 (スコアー)を 求めて比較 し 生 物多

様性の持縮的利用にとって望ましい慶法や魯

塵技術を提案するための研究を行 っている。

6 生 駒多4R性祖能の埼焼的利用を目指 した

研究駒白

して景観値物を植えたり生け垣等を作り 馬

類 昆 虫類、J 動ヽ物 植 物等の生物多様性を

高める植生管理を行 つている速家にはその規

模と質に取 じてい臨支払を行つている

近年  ヨ ーロッパでは腹桑生物多様性の保

全と活用を取業 霞 村の頭観管理とP4違づけ

る研究が盛んになっている。国際生物的筋麟

機 指 (10BC)欧 州 支 81は 、 2003年 に

「  Landsoど oo   ↑胡Onagomont   fo「

FΨ“ jona B od vorstyJ(和 訳 生 効多様

性機能の時揃的活用を目指 した景観管理)の

研究グループを創捜 し 震 業生物多様性の保

全のための景観管理 (=土 地利用)、 景観の

規模、関係領域との学際研究 生 効多擦性か

らみたほ遠の周辺効果の騨明 生 き舶の移動

距離 そ して土地利用型配業における生物防

係の拡大と書及 に向 けた研究を行 っている

(VV合lter ota1 20031 20061 2008)  さ

らに doobook「 演掘における生物多様性俊

能の保全と活用の手目さ書」を ドイツ語こフ

ラシス語で発行 し(Bolにr ota1 2004)慶

園主や曽展首への提言を行っている。

7 国 内の研究サイ トの取 り組み

筆者は盛業環境技術研究所に奮繭中 「農芸

生態系における生勧多様性機能と活用 Jや「慶

業生産と生物多練性Jに 注目し 関 連研究の

財要性を提案 した。それらの提案を基盤に感

水省では 2008年 度か ら「藤楽に有用な生効

多様性の指標及び評価手法の開発Jの プロジ

エク ト研究を開始 した

このフロジェク トでは 先 すほ場と実渚単

位に地l■晴有の生き物の中から帽標生物候補

を選定する。館瞑生勧浸補として盛生想系こ

とに時有な 10-30種 を選定 し 販終的にほ

嚇毎に特有な捜覆 (5-6種 )を 指標生物とし

て選定する (表 1 2)。 指標生物は間易な

調査法 (蒼とし穴 トラップ 騒 3器 、摘虫網

による摘獲 見 取り法 国 3-5)で 容易に

安定的にお提でき、肉眼で判局」てきる六きさ

で、さらに農法や管理技術に感受性の高い生

き初とする

そ して騒境保全型履発を実施 している地
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最 l g区 ■に崎有な埴壊生的8F(観 示な)

白竺

●東
由空者 蒲な百 その他

口票

崎

キセイ′ヽチ
キセイ′〔エ

クモ ヒ ラタフ

ブ、ムンヒキア
ブ

ハす′ヽテ
ハ 才 ′【i

環 樹 キセイ′ヽチ

,マ =コ ′ヽ

テ

カプリダニ
クサカタ0ウ

カチヘビ
ミツ′ヽす

水 ロ キセイバチ
パッ,

クモ ト ンホ
アンナカ′ヽす
クサカグ0ウ

′ヽ ッタ

つニ シ

トツ ョウ

面生頗

破牧

地

キセイバチ
キセイパエ

クサカケ0ウ
ムシヒキアラ
オサムン

ミツパチ
ハケパチ
ハすパニ

都市

妊揮
キセイパチ
キセイ′ヽエ

ハチ ヒ ラ ,ア

フ ム シヒキア

ブ オ サムン
ゴミムン

′ヽ ッタ

ミツ′【チ

再生顛

固 S 衝 突順トラッフ

口 3 埼 書部を意困濠にした,3ト ラップ

掻 〈ほjB)と慣行農法を実施している地E(g

掲)で 、それぞれの導入程度が興なる傾蚊区

を対後に比較担査し、増t「生軸数をスコアー

化し、増標生初に展ぽす震速や管理技術の影

口を解明する。

また方法的にはヨーロッパで行つているよ

うに、指標生舶候補の中から複数l■が生8す

れば、その臣掲や地域ほ照騒保全聖白登J実

億 され て い る と瑠 定 す る てBo‖or ot alⅢ

2004〕のも一つの選択肢であろう。

将来は、腰地毎、生産吉毎にそこの指48生

的 (群)をスコアー化して鴎瞬保全型凛楽 (出

台生産=IP、 tCM、 IPMや 有題震整を自a)

の曽及度を測る尺度 (ものさし)と して採用

することも考えられる。

さらに農地 農 付地域の生物多様性を高め

保全し、天徴の制御機能を活用できるような

「観管理法や土地利用法を握言することもで

きよう。この生効多様性の指標生鞄 (群)は

2007年 から円始された農水省の「履地 氷

IR18の保全向上対策事業」において環境保全

型管理作業の実施程度を増定する僧4Rに採用

されることもHB寄されている。このように8

地 (曇行的) 震 村の生輸多様性の48理が■

用され、モれが近い将来I「境保全型のtF駒保

獲および農業 農 村の上出利用、体耕日や崩

作敵真地の有効利用 そ して配芸頂臨施策●

E君 用されるようになるとを期情したい
□ 4 活 とし穴トラッブ
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表 2 告 ほ掲―翻査法呂」指標生範群 (閣示案)

ヨ=ほ 系 H I“規 ほ3 ト ラッブ ヒットホール 視口  た た 宮落 と し そ の 砥

野車  如 iセ イ′ヽ テ  キ セインヽエ

′ヽ すカメムン

クモ  ヒ う夕 'フ  A

ナバチ

クモ  オ サ ム

ン Jミ ムシ

A,′ テヽ  ム ンヒキアブ

実 畑 ■セイバチ  , Pヨ コAチ カブ サタ=  ク ,カ ヴ

D ,  ヒ ラ 'ア ブ

ケ モ  オ ,ム

ン Jミ △シ

カケヘ t 4  ミ ツ′【チ カ ラ リす

こ  テ ン トウムツ

水 ロ ■セイバ , ″ ッヽ,  ト ン

ホ  カ マ■リ ク サカク 0

ウ

ヒラ,ア フ ア ンナカ

バチ  ク サカヴ 0 ,

ハナA ,  ハ ナ′ヽ エ

クモ Jミ ムシ バ ッタ ,ニ ツ  ト ジョウ  轟

=取  は ■叡

破Ⅲ 適 ■セインヽす  ■ セイ′ヽ ェ

ハナカメと ン と シヒキア

フ  ミ ッ′ヽ チ  ′ =ヽヮ ′ヽ テ

クサカグ 0 ,  ハ ナハ

,   ハ ナ A I  ヒ ラ

タアブ

シ

ン

△

ム

，

ミ

オ
ヨ

ク t ミッバチ

チ

ハナバチ ハ ■ り′ヽ

都市近師 ■セイ′ヽチ ′ ソヽ, カリ′ヽす  ヒ ラタア

フ

ク 〔  」 ミと

シ オ サムン

バ ッタ  ミ ツ′ヽ テ 両 全題  は

ま無
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2 足 重幹事 (庶新le当)が 平成 19年 度会計報告
平成20年 度生輸的防除部倉知 4回 料会報告       を  平 岡幹事 (出中監査代行)が 監査報告を行

い 全 員91成にて承開された。
日時 平 成20年 6月 12日 (本)          3 役 員改選年度に当たり 新 役員を選出し 全 員
年後 3時 ～ 3晴 30分                 賛 成にて承認された

新役員 会 長 桝舛昭夫 劇 会長 和日首夫
18所 東 京逮業大学2号 田6階                   幹 事 内 藤 徳  河 台む三 平 同行夫
園練慶業PB発学TH套調室                      大 沢r暑 根本 久 日口磁広(新

FE)足 窪太郎 (麻務担当)河
出席 約 20名                              津  童 (庶務lg当)

会計監査 4V山 厭也
観題                            な お 幹 事会は 会 長 Bl会 長 幹 事 会 計
Ⅲ 釈 井38会長が平成 19年 度事業報告を行い 全       監 査をもって構成する
員"成 にて承認された               4 楓 井部会長が平成20年 度事業計画説明を行い
事業内容 :部会総知 回 幹 事会4回  隅 演会 3     全 員賞成にて承認された

臼 都 会ニュース発行3回           事 業内容 :割会縄会 1回  幹 事会4回  脱 演会3
会長勁庖新 規入会は法人2社 退会は法人2社           回  きF会ニュース発行3回

個人 1名 であり 現を会員敷は法人1    5 足 達幹事が平成20年 度予算葉を説明し 全 員
5社  個 人 2名 となる。           賀 成にて承認された

軍成 19年 度決算報告

嘘 人 の 範
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謡演会のお知らせ

下記の 日程にて生物的崎除部会の平 成 20年 度第 2回 語演会 を開催致 します。

会員の皆様の ご参加をお持ち致 します。

日時   平 成 20年 10月 9日 (本 ) 年 後 3晴 ～ 5時

掲所   東 京農業大学世日合キ ャンパス 2号 館 3階

国際忠業開発学科会 gB室

演題 1 「 天敵昆 虫チ ャバラフブラ コバチの生態 と崎麻への利用可能性 J

棄  え り子  住 化テク ノサ ービス株式会社応用生物倒昆 虫テ ーム

演題 2 「 ボ リジー アフ ラム シー アフラバ チの 3者 関係」

城能  岸 ―  筑 波大学生命環境科学研究科

な お 驚 演会終 了後には、 路潟者 を囲んでの懇親含 を予定 して います。

定非  ご 鬱D8ください。



発行 東 京震業大学鶴含研究所研究室

空鏑的崎臨倒会 (代表 樹井昭咲)

〒1563● 2東 京都世国谷区桜丘 1-11

FEL O← 勲 7241Ⅲ (じ8)

FAX Oユ 5477‐ 4032

←_n texね J働水対奇“ J。


